日本語ボランティア登録について

（公財）宮崎県国際交流協会では、宮崎県内に住む外国人の日本語学習をお手伝いする「日本語ボランティア」の育成と活動支援を行っています。日本語を学びたい外国人の方から申し込みを受け、学習時間や場所などの条件が合う日本語ボランティアを紹介します。

【活動内容】
日本語学習の支援　　


【登録資格】
・大学・大学院において日本語教育に関する主専攻または副専攻を修了し、卒業した方
・日本語教育能力検定試験に合格した方
・日本語教師養成講座（420時間）を受講した方
・協会が主催する「日本語学習支援者（日本語ボランティア）スキルアップ講座」を受講した方
・他団体の日本語学習支援者（日本語ボランティア）講座を受講した方
・日本語を教えた経験のある方（継続して半年以上）


【留意点】
（１）当事業の趣旨、目的を理解・賛同し、国籍や民族を問わず、学習者が希望する支援を心がけてください。
（２）活動で得た学習者の個人情報等を他者に漏らさないでください。
（３）日本語学習支援のスキルアップのために各種研修会等に参加いただきます。


●日本語ボランティア紹介のながれ
（１）日本語を学びたい外国人（日本語学習者）からの申し込みを受け付けると、協会は条件の合うボランティアを探し、連絡をします。
（２）活動する日時や場所などを決めた後、顔合わせします。
（３）問題がなければ、活動開始です。
（４）学習期間が終了した場合は、その旨を協会へ連絡をします。


宮崎県国際交流協会
学習者
日本語ボランティア
顔合わせ　→　活動開始










※活動日時、場所、交通費などの詳細については学習者とボランティアが、直接打ち
合わせを行います。
※活動経費（交通費など）は、学習者から支払われる場合もありますが、原則としボランティアの自己負担となります。
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	登録年月日
	
	年
	
	月
	
	日

	
	
	
	
	No.
	　

	日本語ボランティア登録申込書

	
	西暦
	
	年
	
	月
	
	日
	現在

	１．別紙「日本語ボランティアについて」を読んだうえで、記入してください。
２．ご提出いただいた登録申込書及び記載の個人情報につきましては、当協会の個人情報保護実施要綱に基づき適正に管理し、
日本語ボランティア制度の運営に必要な依頼、紹介、情報提供等の目的のためにのみ利用いたします。

	フリガナ
	
	性別
	
	□
	男
	□
	女
	

	名前
	

	生まれた年
	西暦
	
	年

	住所
	〒

	
	

	電話
	　
	FAX
	　

	携帯
	　
	E-mail
	　
	＠
	　

	職業
	　
	□
	会社員
	　
	□
	公務員
	　
	□
	教員
	　
	□
	語学講師
	　
	□
	学生
	　

	
	　
	□
	自営業
	　
	□
	主婦
	　
	□
	無職
	　
	□
	その他（
	　
	）

	勤務先名
	
	電話  （
	　
	）

	連絡方法
	　
	□
	自宅電話
	□
	勤務先電話
	□
	携帯
	□
	メール
	
	□
	その他

	所属団体
	　

	

	[bookmark: _Hlk38021940][bookmark: _Hlk38022302]※１
日本語教育
学習経験
	□
	大学・大学院において日本語教育に関する主専攻又は副専攻を修了、卒業

	
	□
	日本語教育能力試験合格

	
	□
	日本語教師養成講座受講（４２０時間）終了　

	
	□
	宮崎県国際交流協会「日本語学習支援者スキルアップ講座/日本語ボランティア入門講座/日本語学習支援者養成講座」受講

	
	□
□
	他団体の養成講座を受講したことがある（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
なし

	※２
日本語を
教えた経験
	□
	ある
	具体的に（
	　
	　）

	
	□
	ない

	
	 登録申込時に、※１または※２の経験を有すること。※２に関しては継続して半年以上の経験とする

	その他
教えた経験等
	　

	話せる
外国語
	□
	ある
	具体的に（
	　
	）　

	
	□
	ない　

	
◆活動可能日時等について

	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日
	祝日

	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜
	朝
	昼
	夜

	場所
	□
	自宅
	□
	相手宅
	□
	宮崎県国際プラザ
	□
	その他（
	　
	）

	条件・希望
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